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犯罪の増加と検挙率の低下（犯罪白書H18年度版）
● 一般刑法犯認知件数は、S48年頃の120万件からH14-16年の250-280万件に2.2倍増加。
● 一般刑法犯の発生率は戦後の混乱期と同じ：2000件／10万人

（S48の1,100万ポイントからH14-16年の2,000-2,200ポイント： 1.8-2.0倍）
（50人に1人は犯罪に遭遇）

● 一般刑法犯の検挙率は、S60の64.2％からH13の19.8%に低下 （H17は 28.6％）

戦後最悪の社会環境下で
医療を行わなければなら
ない。
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第1図 一般刑法犯の認知件数と発生率

（昭和21-平成17） 平成18年犯罪白書より）

第2図 一般刑法犯の検挙率

（昭和50-平成17）平成18年犯罪白書より）
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病院は社会の縮図、

社会状況が濃縮されている
別人

四苦＝生老病死

● 釈迦出家の動機： 四苦＝生老病死

● 四苦とは、「自分の思い通りにならないこと」。

生まれて老いて、病み死んでいく。

これが万人共通の人生であり運命。

● 医療とは、四苦に対するサービス産業

摩訶般若波羅蜜多心経
観自在菩薩行深般若波羅蜜多時、照見五蘊皆空、

度一切苦厄。舎利子。色不異空、空不異色、色即是

空、空即是色。受・想・行・識亦復如是。舎利子。是諸
法空相、不生不滅、不垢不浄、不増不減。是故空中、
無色、無受・想・行・識、無眼・耳・鼻・舌・身・意、無
色・声・香・味・触・法。無眼界、乃至、無意識界。無無
明、亦無無明尽、乃至、無老死、亦無老死尽。無苦・
集・滅・道。無智亦無得。以無所得故、菩提薩埵、依
般若波羅蜜多故、心無罣礙、無罣礙故、無有恐怖、
遠離一切顛倒夢想、究竟涅槃。三世諸仏、依般若波
羅蜜多故、得阿耨多羅三藐三菩提。故知、般若波羅
蜜多、是大神呪、是大明呪、是無上呪、是無等等呪、
能除一切苦、真実不虚。故説、般若波羅蜜多呪。
即説呪曰、羯諦羯諦波羅羯諦波羅僧羯諦菩提薩

婆訶。般若心経


